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プログラム

平成31年2月8日（金）　午後
学会長挨拶

日本産業動物獣医学会　学会長　佐 藤　　 繁
日 本 小 動 物 獣 医 学 会　学会長　佐 藤 れえ子
日本獣医公衆衛生学会　学会長　丸 山　総 一

2 月 8 日（金）　第 2 会場　日本産業動物獣医学会
2 月 8 日（金）　第 3 会場　日本小動物獣医学会
2 月 8 日（金）　第 4 会場　日本獣医公衆衛生学会

公益社団法人神奈川県獣医師会−市民公開シンポジウム
「畜産物の安全性確保と販売戦略　～安心・安全な畜産物を提供するために～」

2 月 8 日（金）　第 1 会場 13：00 ～ 16：00
座長：渋谷光彦（公益社団法人神奈川県獣医師会）

市民シンポ－１	 生産者と消費者を安全と信頼で繋ぐ養豚管理獣医師の取組み	 大井宗孝　33
市民シンポ－２	 安全な畜産物の提供を目指す「農場HACCP 認証」取得に向けた取組事例	 萩原茂紀　35
市民シンポ－３	 獣医系大学における産業動物獣医師教育の充実について

～午前は普通に講義をうけて、午後はツナギで臨床実習！	 恩田　賢　37
市民シンポ－４	 獣医系大学における産業動物獣医師教育の充実について　	

～神奈川には牛も豚も鶏もいる。そして学びたい学生が集まっている。	 堀北哲也　39
市民シンポ－５	 神奈川県都市畜産のストロングポイントとその活用	 竹本佳正　40

【総合討論】

公益社団法人日本獣医師会−シンポジウム【平成 30 年度   獣医療提供体制整備推進総合対策事業】
「獣医師の働き方改革について考える−女性獣医師活躍促進のために」

2 月 8 日（金）　第 1 会場 16：00 ～ 18：30
座長：栗本まさ子（公益社団法人日本獣医師会）、白戸綾子（公益社団法人日本獣医師会）

日獣シンポⅠ－１	【基調講演】女性活躍促進と働き方改革の現状と課題	 武川恵子　42
日獣シンポⅠ－２	 女性獣医師活躍の現状と課題	 白戸綾子　44
日獣シンポⅠ－３	 共働き獣医師夫婦のバトンタッチ型育児休業男性側経験談	

（取得の有無が及ぼす影響と職場環境について）	 福中守人　45
日獣シンポⅠ－４	 地方獣医師会の女性活躍促進について思うこと	 竹村裕子　47
日獣シンポⅠ－５	 大学の女性活躍促進の取組み	 上村涼子　48

【総合討論】

日本産業動物獣医学会−地区学会長賞受賞講演
2 月 8 日（金）　第２会場 13：05 ～ 17：23

13：05 ～ 13：53 座長：佐藤　繁（岩手大学）

産地区－１	 子牛のマイコプラズマ性肺炎に対するワクチン開発：
Mycoplasma	bovis 抗原封入カチオニックリポソーム点眼ワクチンの免疫誘導効果	 渡耒　仁　50

産地区－２	 Mycoplasma	bovis におけるエンロフロキサシン耐性遺伝子の	
迅速検出技術の開発とその応用	 権平　智　51

産地区－３	 鹿児島県内で分離されたBrachyspira	hyodysenteriae の分子疫学解析及び薬剤耐性状況	 三角和華子　52
産地区－４	 セファゾリンとナイシン Aの乳房炎原因菌に対する相乗的殺菌効果	 北崎宏平　53
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13：53 ～ 14：29 座長：泉對　博（日本大学）

産地区－５	 現場家保で実施可能な LAMP法による牛白血病ウイルス遺伝子検査法の検討	 酒井芳子　54
産地区－６	 黒毛和種における牛白血病発症抵抗性遺伝子の保有状況と清浄化対策	 高安真理子　55
産地区－７	 管内一酪農家における牛ウイルス性下痢ウイルス持続感染牛摘発と生産性への影響	 藤野晴彦　56

14：45 ～ 15：33 座長：猪熊　壽（帯広畜産大学）

産地区－８	 Streptococcus	suis 血清型 14型による豚レンサ球菌症の発生事例	 船守足穂　57
産地区－９	 H5N6 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルス感染オオハクチョウの	

病理組織学的解析及び脳への侵入経路の一考察	 熊谷芳浩　58
産地区－ 10	 フィブリノゲン封入体形成を特徴とする肉用牛のびまん性肝細胞変性 6症例 山本由美子　59
産地区－ 11	 細胞接着装置に着目した牛の腎異形成の病理学的検討 古田信道　60

15：33 ～ 16：21 座長：金子一幸（麻布大学）

産地区－ 12	 性判別精液と和牛受精卵を活用した新たな酪農経営モデルの構築	 廻野智典　61
産地区－ 13	 ウシ卵子成熟培養初期のMAPKK 阻害剤添加による卵子における

グルタチオンの増加と活性酸素種の減少 青山桃子　62
産地区－ 14	 3D 画像を用いた乳牛の体重推定と周産期疾患との関連性 赤松裕久　63
産地区－ 15	 馬の難産とその予後 野村　脩　64

16：35 ～ 17：23 座長：三角一浩（鹿児島大学）

産地区－ 16	 診断麻酔を用いたサラブレッド種後期育成馬の跛行診断に関する回顧的調査	 多田健一郎　65
産地区－ 17	 サラブレッド種牝馬の改良型 Pouret 法による外陰形成術について 井上裕士　66
産地区－ 18	 携帯型超音波画像診断装置により腸重積と確定診断した乳用種子牛 1症例 吉村直彬　67
産地区－ 19	 腹腔鏡で視認した牛の立位時腹腔内潜在精巣の解剖学的位置と

腹腔内触診によるアプローチ法の検討 鳥巣至道　68

日本産業動物獣医学会−「獣医学術奨励賞」受賞者記念講演
2 月 8 日（金）　第 2 会場 17：23 ～ 17：43

座長：佐藤　繁（岩手大学）

産奨励	 妊娠後期に腸管手術を実施したサラブレッドの血中プロジェステロン及び	
エストラジオール測定による妊娠管理 佐藤正人　69

日本小動物獣医学会−地区学会長賞受賞講演
2 月 8 日（金）　第 3 会場 13：05 ～ 17：12

13：05 ～ 13：29 座長：印牧信行（麻布大学）

小地区－１	 内科治療で眼圧維持が困難な犬の緑内障に対して線維柱帯切除術を行った 31例	 上岡尚民　71
小地区－２	 緑内障眼に対して経前眼房毛様体光凝固術を実施した犬の 1例	 吉野信秀　72

13：29 ～ 13：53 座長：佐藤れえ子（岩手大学）

小地区－３	 頻脈誘発性心筋症の犬の一例	 上林聡之　73
小地区－４	 本態性高ナトリウム血症を伴った分葉型全前脳胞症の猫の 1症例	 新坊弦也　74

13：53 ～ 14：17 座長：滝口満喜（北海道大学）

小地区－５	 猫における鼻腔内リンパ腫 24例の CT検査及び鼻咽頭内視鏡検査所見	 高橋雅弘　75
小地区－６	 小型犬における正常喉頭超音波所見と喉頭麻痺症例の比較検討	 末松正弘　76

14：30 ～ 14：54 座長：高木　哲（麻布大学）

小地区－７	 犬の特発性乳び胸に対する鏡視下手術の治療成績	 堀切園　裕　77
小地区－８	 プレートによる内固定で外科的に矯正した猫の漏斗胸 5例	 草場祥雄　78

14：54 ～ 15：18 座長：枝村一弥（日本大学）

小地区－９	 後肢温存・片側骨盤頭側 1/2 切除術を実施した猫の 1例	 入江充洋　79
小地区－ 10	 橈尺骨骨折癒合不全に対するプレート法に補助的自家肋骨グラフトを用いた犬の１症例	 星野有希　80

15：18 ～ 15：42 座長：鳥巣至道（宮崎大学）

小地区－ 11	 先天性門脈体循環シャント犬 270 例における過去 10年とそれ以前の症例の比較検討	 小出和欣　81
小地区－ 12	 外科的治療により長期生存している肝外胆管癌の猫の 2例	 田中　翔　82
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16：00 ～ 16：36 座長：岡野昇三（北里大学）

小地区－ 13	 膵炎に続発した膵仮性嚢胞による消化管閉塞の犬の 2例	 橋本直幸　83
小地区－ 14	 交通事故により尿道が壊死脱落した猫に尿路変更術を行った１例	 奥山尚明　84
小地区－ 15	 手術を実施する猫の乳腺腺癌の予後予測因子：特に好中球 /リンパ球比の有用性について	 内藤瑛治　85

16：36 ～ 17：12 座長：亘　敏広（日本大学）

小地区－ 16	 蛋白喪失性腸症の犬 40例からの腸リンパ管拡張症の診断と治療に関する考察	 永田矩之　86
小地区－ 17	 スコアリング方式を用いた犬のベッドサイドDIC 診断基準の臨床的有用性の検討 福岡　玲　87
小地区－ 18	 CT 検査にて血栓症が疑われた犬 56頭における回顧的調査	 望月俊輔　88

日本小動物獣医学会−「獣医学術奨励賞」受賞者記念講演
2 月 8 日（金）　第 3 会場 17：12 ～ 17：32

座長：佐藤れえ子（岩手大学）

小奨励	 獣医神経病 2次施設における犬の神経病発生状況調査	 中本裕也　89

日本獣医公衆衛生学会−教育講演
「希少種保全における獣医師の役割」

2 月 8 日（金）　第 4 会場 13：00 ～ 14：00
座長：丸山総一（日本大学）

公教育	 希少種保全における獣医師の役割	 村田浩一　90

日本獣医公衆衛生学会−地区学会長賞受賞講演
2 月 8 日（金）　第４会場 14：00 ～ 16：27

14：00 ～ 14：24 座長：丸山総一（日本大学）

公地区－１	 関係機関等との連携による猫多頭飼育崩壊事例解決への取組について	 植田芳英　92
公地区－２	 2017 年度ワシ収容にて突出した原因－列車衝突事故について	 小笠原浩平　93

14：24 ～ 15：00 座長：三澤尚明（宮崎大学）

公地区－３	 北海道でみつかった「高齢黒毛和種の非定型牛白血病」	 神谷可菜　94
公地区－４	 と畜検査データの農場へのフィードバックと疾病対策の実践～豚抗酸菌症の事例～	 遠矢宏美　95
公地区－５	 山形県内と畜場における健康豚のEscherichia	albertii 保菌状況及びその疫学的特徴	 佐藤空見子　96

15：15 ～ 15：51 座長：植田富貴子（日本獣医生命科学大学）

公地区－６	 HPLC を用いたアンピシリン迅速スクリーニング検査法の確立	 木村陽平　97
公地区－７	 スクリーニング PCR による豚のコリスチン耐性遺伝子検出 川西郁馬　98
公地区－８	 市販鶏肉から分離されるサルモネラの薬剤耐性状況調査

～鶏肉に残存する広域スペクトルセファロスポリン耐性サルモネラ～ 重村洋明　99

15：51 ～ 16：27 座長：苅和宏明（北海道大学）

公地区－９	 次世代シークエンサーを用いたブロイラー農場における	
サルモネラ血清型シフトの公衆衛生的意義の評価 横山栄二　100

公地区－ 10	 島根県で初めて確認されたCorynebacterium	ulcerans 感染症の発生事例 川瀬　遵　101
公地区－ 11	 サルコシスティス属が寄生していた鹿を生で喫食したことによる食中毒事例 山本　薫　102

日本獣医公衆衛生学会−「獣医学術奨励賞」受賞者記念講演
2 月 8 日（金）　第 4 会場 16：27 ～ 16：47

座長：丸山総一（日本大学）

公奨励	 輸入カニクイザルにおける結核症の集団発生事例	 大江紗希　103



22

公益社団法人日本獣医師会−シンポジウム
「アジアの獣医師から見た日本獣医師会研修事業」

2 月 8 日（金）　第 4 会場 17：00 ～ 19：00
座長：村上賢二（岩手大学）、坂本研一（公益社団法人日本獣医師会）

日獣シンポⅡ－１	 アジア地域臨床獣医師等総合研修事業の概要	 境　政人　104
日獣シンポⅡ－２	 アジア地域獣医師等総合研修事業に参加して	 Karn	Duangtathip　107
日獣シンポⅡ－３	 A	trainee’s	life	in	a	Japanese	veterinary	school（日本獣医師会の研修を受講して）
	 	 Christopher	Bacsarpa	Luyong　109
日獣シンポⅡ－４	 宮崎大学における本事業の取組みと意義	 三澤尚明　111
日獣シンポⅡ－５	 アジアの獣医師と交流する中で得た貴重な体験	 牧野涼平　112
日獣シンポⅡ－６	 北海道大学におけるアジア地域臨床獣医師等総合研修事業への取組み	 迫田義博　113
日獣シンポⅡ－７	 研修生の技術習得のために我々学生ができること	 林　裕貴　115
	 【質疑・討論】

公益社団法人日本獣医師会−シンポジウム
「獣医学教育環境の更なる整備充実に向けて」

2 月 8 日（金）　第 5 会場 13：00 ～ 15：30
座長：稲葉　睦（全国大学獣医学関係代表者協議会）、政岡俊夫（公益社団法人日本獣医師会）

日獣シンポⅢ－１	【基調講演】さらなる整備充実に向けての問題提起	 稲葉　睦　117
日獣シンポⅢ	 獣医学教育の改善・充実に向けた取組について	 小幡泰弘	0000	　　
日獣シンポⅢ－２	 獣医学教育に関するOIE の提言と取組み	 釘田博文　119
日獣シンポⅢ－３	 獣医学共用試験と参加型臨床実習	 髙井伸二　121
日獣シンポⅢ－４	 産業動物臨床実習の課題とその解決	 佐藤　繁　123
日獣シンポⅢ－５	 小動物臨床実習の課題とその解決に向けて	 滝口満喜　125
	 【パネルディスカッション】

公益社団法人日本獣医学会−シンポジウム
「豚の繁殖管理の最新事情」

2 月 8 日（金）　第 5 会場 15：30 ～ 17：30
座長：片桐成二（北海道大学）

シンポⅠ－１	 ホルモン処置による繁殖管理技術の現状と展望	 吉岡耕治　126
シンポⅠ－２	 偽妊娠豚を応用した泌乳誘起及びその活用	 野口倫子　128
シンポⅠ－３	 胚死滅減少による一腹産子数増加を目指した新技術の開発	 奥山みなみ　130
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平成31年2月9日（土）　午前

公益社団法人日本獣医師会、公益社団法人日本医師会、厚生労働省−連携シンポジウム
「One Health シンポジウム −ヒトと動物の共通感染症の現状と課題、その対策−」

2 月 9 日（土）　第 1 会場 9：00 ～ 12：00
座長：釜萢　敏（公益社団法人日本医師会）、酒井健夫（公益社団法人日本獣医師会）

連携シンポ－1	 【基調講演】動物由来感染症のワンヘルス・アプローチについて	
～獣医師会から見た連携の取組み状況	 井上亮一　135

連携シンポ－2	 ダニ媒介感染症の生態リスク評価と管理	～ SFTS も含めて	 五箇公一　136
連携シンポ－3	 カプノサイトファーガ感染症の現状と課題	

～動物由来カプノサイトファーガ感染症と動物咬傷の対応	 小田智三　138
連携シンポ－4	 カプノサイトファーガ感染症の現状と課題
	 ～動物由来感染症としてのカプノサイトファーガ感染症	 鈴木道雄　140
	 【パネルディスカッション】

日本産業動物獣医学会−一般口演
２月９日（土）　第２会場 9：00 ～ 11：40

9：00 ～ 9：40 座長：白藤浩明（農研機構 動物衛生研究部門）

産一般－１	 流産胎児における次世代シーケンサーを用いた	
ウイルス網羅的解析による豚サーコウイルス3型の検出	 佐藤元映　142

産一般－２	 国内で検出された豚サーコウイルス2型の遺伝子解析及び遺伝子型による病原性の検討	 相馬順一　142
産一般－３	 ウイルス分離におけるスフェロイドの有用性の検討	 大竹祥紘　143
産一般－４	 牛白血病ウイルス複製阻害剤の探索	 村上舞琴　143

9：40 ～ 10：10 座長：堀北哲也（日本大学）

産一般－５	 養豚場で発生した日齢をまたがる育成期複合感染症における対策の一例	 内田大介　144
産一般－６	 静脈内投与されたオルビフロキサシンの健常子牛気管支肺胞領域への移行性	 帆保誠二　144
産一般－７	 新生期のホルスタインにおける牛呼吸器病細菌ワクチンの効果	 森　一紗　145

10：20 ～ 11：00 座長：猪熊　壽（帯広畜産大学）

産一般－８	 国内牛のChorioptes 属ダニの感染状況	 福本真一郎　145
産一般－９	 北海道 S町におけるChorioptes 属の感染状況の調査とChorioptes	bovis 単独感染が強く疑われた	

１酪農場の搾乳牛群に対するエプリノメクチン製剤の治療効果	 藤居恵美　146
産一般－10	 Chorioptes	texanus 陽性農場において搾乳牛群へ	

エプリノメクチン製剤を一斉投薬した際の生産性改善の評価試験	 池田恵子　146
産一般－11	 Theileria	orientalis の母子間伝播リスクの解明	 目堅博久　147

11：00 ～ 11：40 座長：帆保誠二（鹿児島大学）

産一般－12	 ホルスタイン種育成牛に対する微細藻類Coccomyxa の投与効果について	 松岡英明　147
産一般－13	 デジタル初乳計を用いた全血 Brix 値の測定による乳牛新生子牛の受動免疫移行評価	 石井三都夫　148
産一般－14	 乳成分自動分析装置を活用した乳中ケトン体測定による乳牛のケトン血症判定基準	 木田克弥　148
産一般－15	 乳酸菌製剤（ビオスリーエース）飼料添加による乳牛のストレス軽減効果に関する研究	 林　英明　149

日本小動物獣医学会 − 一般口演
２月９日（土）　第 3 会場 9：00 ～ 11：10

9：00 ～ 9：30 座長：門屋美知代（かどやアニマルホスピタル・東京都）

小一般－１	 メラトニンの投与で発毛が認められた	
淡色被毛脱毛症のイタリアン・グレー・ハウンドの 1例	 吉田昌則　150

小一般－２	 イヌのアトピー性皮膚炎と診断された 1例における	
天然植物由来成分カンナビジオールの有効性	 茂木千恵　150

小一般－３	 猫に寄生するノミに対する各種の滴下投与用液剤の残効性	 中村有加里　151
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9：30 ～ 9：50 座長：岡野昇三（北里大学）

小一般－４	 胃に発生した髄外性形質細胞腫の犬 1例	 稲葉仁美　151
小一般－５	 総胆管嚢腫を疑った猫の 1例	 三浦篤史　152

10：00 ～ 10：30 座長：平尾秀博（日本動物高度医療センター）

小一般－６	 横隔膜エコーを用いた呼吸機能に関する知見	 小野隆之　152
小一般－７	 犬の子宮蓄膿症の除外診断義務違反が問題とされた一例（福岡地判平成 30年 6月 29日）	 牧野ゆき　153
小一般－８	 犬の胸腰部椎間板ヘルニアが疑われる歩行不能な後躯麻痺症例に対する	

内科的治療の予後についての検討	 高尾幸司　153

10：30 ～ 11：10 座長：佐藤れえ子（岩手大学）

小一般－９	 カリシウイルスのプロテアーゼは TNF- αの発現を誘導する	 関口　佳　154
小一般－ 10	 イヌの腸内細菌叢に影響を与える基礎要因の検討	 清水孝恵　154
小一般－ 11	 血清アミロイド A	（SAA）検査系によるサル類の急性炎症の診断応用	 木村　透　155
小一般－ 12	 スンクスの実験的脂肪肝：摂食調節による誘導と回復	 中西涼香　155

日本獣医公衆衛生学会−一般口演・研究報告
２月９日（土）　第４会場 9：00 ～ 10：30

9：00 ～ 9：30 座長：壁谷英則（日本大学）

公一般－１	 牛白血病の疑いで精密検査を実施した65症例の免疫組織化学的検討	 池田菜美　156
公一般－２	 牛敗血症のリアルタイム PCR による迅速・正確な診断法の開発	 掘　亜也乃　156
公研究－１	 組織を材料とするダイレクト PCR 法を用いた牛白血病ウイルスの迅速検査法の検討	 大西広輔　157

9：30 ～ 10：00 座長：臼井　優（酪農学園大学）

公一般－３	 ブロイラー盲腸内容物由来サルモネラの陽性率、血清型、薬剤耐性状況の解析	 柿内梨那　157
公一般－４	 豚の疣贅性心内膜炎由来	Streptococcus		suis	の疾病リスクと薬剤耐性状況調査	 永徳里歌子　158
公研究－２	 地域住民が行う飲食イベントにおける画期的な手洗いタンクの開発	 鵜飼典佳　158

10：00 ～ 10：30 座長：中馬猛久（鹿児島大学）

公研究－３	 わが国のキタクビワコウモリにおけるBartonella の保有状況と分離株の遺伝子解析	 鍋島　圭　159
公研究－４	 わが国の鹿・猪における志賀毒素産生大腸菌O157の保菌状況と分離株の全ゲノム解析	 森田聡志　159
公一般－５	 新しく分類された下痢症起因性Escherichia	albertii	の汚染実態調査	 村田学博　160

日本小動物獣医学会−シンポジウム
「猫における疼痛管理の最前線」

2 月 9 日（土）　第 5 会場 9：00 ～ 12：00
座長：枝村一弥（日本大学）、入江充洋（四国動物医療センター・香川県）

小シンポⅠ－１	 猫の痛みの兆候と評価方法	 手島健次　161
小シンポⅠ－２	 猫の周術期の疼痛管理	 西村亮平　163
小シンポⅠ－３	 猫の運動器疾患と慢性痛の管理	 枝村一弥　165
小シンポⅠ－４	 猫の癌患者の疼痛管理と癌性疼痛外来の試み	 林宝謙治　下田有希　167
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平成31年2月9日（土）　午後

公益社団法人日本獣医師会−シンポジウム
「東アジア三カ国獣医師会サミット −獣医師会の連携と発展に向けて−」

2 月 9 日（土）　第 1 会場 14：00 ～ 17：00
座長：鳥海　弘（公益社団法人神奈川県獣医師会）、酒井健夫（公益社団法人日本獣医師会）

日獣シンポⅣ－１	 東アジア地域における動物衛生に関する国際連携について	 熊谷法夫　169
日獣シンポⅣ－２	 日本からの提言	 藏内勇夫　171
日獣シンポⅣ－３	 大韓民国における獣医学と獣医療の概要（2019 年）	 Ok-Kyung	Kim　173
日獣シンポⅣ－４	 台湾獣医師会からの提言	 Pei-Chung	Chen　175
日獣シンポⅣ－５	 世界獣医師会からの提言	 Johnson	Chiang　176
	 【パネルディスカッション】

日本産業動物獣医学会−一般口演
2 月 9 日（土）　第 2 会場 14：00 ～ 16：40

14：00 ～ 14：30 座長：左向敏紀（日本獣医生命科学大学）

産一般－ 16	 ホルスタイン種乳牛におけるアガロースゲル電気泳動法を用いた	
ＬＤＨアイソザイムの基準値作成と乳期及び年齢の影響	 松田敬一　178

産一般－ 17	 若齢子牛にみられた急性経過を辿った腹腔内胎児性癌の１例	 田村一輝　178
産一般－ 18	 牛コレステロール代謝異常症様症状を呈した ApoB 遺伝子変異ヘテロ牛 8症例	 猪熊　壽　179

14：30 ～ 15：00 座長：髙橋　透（岩手大学）

産一般－ 19	 乳牛の分娩後 60日以内の疾病発症が	
その後の生産性と繁殖性に与える影響	－福岡県研究－	 後藤　聡　179

産一般－ 20	 暑熱ストレス環境下の搾乳牛に対する CIDR-Ovsynch に	
eCG を併用することによる妊娠率への効果	 舩越大資　180

産一般－ 21	 人工授精後の直腸検査による排卵確認が受胎成績に及ぼす影響	 住吉俊亮　180

15：00 ～ 15：30 座長：吉岡耕治（農研機構 動物衛生研究部門）

産一般－ 22	 カラードプラ機能を有する超音波画像診断装置を用いた牛黄体機能評価に関する検討	 植野綾子　181
産一般－ 23	 カラードップラー機能を有する超音波画像診断装置を用いた	

人工授精後の牛黄体機能解析に関する検討	 木村彩巴　181
産一般－ 24	 乳用牛における性選別精液を用いた実用的な体内受精卵生産技術の検討	 青木亜紀子　182

15：40 ～ 16：20 座長：木田克弥（帯広畜産大学）

産一般－ 25	 黒毛和種雌牛における歩数変化の分娩予測への応用について	 高崎久子　182
産一般－ 26	 ホルスタイン種乳牛における体表温及び活動量に基づく機械学習による分娩時刻予測	 古山敬祐　183
産一般－ 27	 根治を目的に子宮角を摘出した片側子宮腔閉鎖症のホルスタイン乳牛の一例	 小川いづみ　183
産一般－ 28	 木製趾端モデルで行った獣医 4年生への牛蹄の外科実習について	 阿部紀次　184

16：20 ～ 16：40 座長：菊　佳男（農研機構 動物衛生研究部門）

産一般－ 29	 微酸性電解水の牛乳房炎原因菌バイオフィルムに及ぼす影響	 楠家あかり　184
産一般－ 30	 ウシ乳汁中の細菌と体細胞が乳房下部に多く貯留する要因	 北野菜奈　185

日本小動物獣医学会−研究報告
2 月 9 日（土）　第 3 会場 14：00 ～ 15：10

14：00 ～ 14：30 座長：伊藤直之（北里大学）

小研究－１	 アトバコンによる犬バベシア症への治療戦略	 山﨑裕之　186
小研究－２	 化学療法を実施した犬の心臓血管肉腫 7例	 平川　篤　186
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小研究－３	 剣状軟骨周囲に発生した限局性石灰沈着症の猫の 1例	 鍛冶伸光　187

14：30 ～ 14：50  座長：枝村一弥（日本大学）

小研究－４	 プードル・イタリアングレーハウンドの橈骨尺骨骨折において	
中長期観察が可能であった 6治験例	 樋口雅仁　187

小研究－５	 ポメラニアンの大腿骨骨折癒合不全において	
同種骨移植を行い中長期観察が可能であった 2治験例	 樋口雅仁　188

14：50 ～ 15：10 座長：青木卓磨（麻布大学）

小研究－６	 犬の肺動脈閉鎖症が疑われた胎児の心エコー図所見	 田口大介　188
小研究－７	 出生時から経過観察及び治療した新生児遷延性肺高血圧の犬の一例	 信貴智子　189

日本獣医公衆衛生学会−シンポジウム
「感染症の水際対策最前線」

2 月 9 日（土）　第 4 会場 14：00 ～ 17：00
座長：岡部信彦（川崎市健康安全研究所）、苅和宏明（北海道大学）

公シンポⅠ－１	 海外からの感染症の侵入に備えて	－水際対策と初期対応の重要性－	 岡部信彦　190
公シンポⅠ－２	 輸入動物・畜産物の検疫と感染症	 伊藤和夫　192
公シンポⅠ－３	 輸入食品の検査と感染症	～検査センターにおける業務	 三木　朗　194
公シンポⅠ－４	 海外渡航と感染症	－検疫所における対応を中心に	 北澤　潤　196

日本産業動物獣医学会−シンポジウム
「機能性飼料に関する最新知見と機能性食品素材のヒトと家畜への応用」

2 月 9 日（土）　第 5 会場 14：00 ～ 17：20
座長：櫛引史郎（農研機構畜産研究部門）、恩田　賢（麻布大学）

産シンポⅠ－１	 機能性飼料と移行期の飼養管理に関する最近の知見	 杉野利久　198
産シンポⅠ－２	 乳牛における木材クラフトパルプの応用	 西村慶子　200
産シンポⅠ－３	 活性酵母の給与が乳用子牛の第一胃液 pH、第一胃液性状、	

および代謝・内分泌機能に及ぼす影響	 竹村　恵　202
産シンポⅠ－４	 腸内細菌がなぜヒトと動物の健康に重要なのか	 森田英利　204
産シンポⅠ－５	 芽胞菌製剤のユニークさとヒトと動物での作用	 岡　健太郎　206
産シンポⅠ－６	 オリゴ糖製剤DFAIII の Ca 代謝に対する作用	 大谷昌之　208
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平成31年2月10日（日）　午前

日本産業動物獣医学会−シンポジウム
「牛白血病の防除に関する最新情報」

2 月 10 日（日）　第 1 会場 9：00 ～ 12：00
座長：村上賢二（岩手大学）、荒井眞弓（神奈川県湘南家畜保健衛生所）

産シンポⅡ－１	 牛白血病ウイルス感染牛の検出法の検討	 泉對　博　213
産シンポⅡ－２	 感染経路について（吸血昆虫、垂直感染など）		 山本健久　215
産シンポⅡ－３	 牛白血病ウイルス野生株の特徴と BLV対策への活用	 村上裕信　216
産シンポⅡ－４	 現場における牛白血病清浄化対策の事例	 松田敬一　218
産シンポⅡ－５	 現場での取組みについて	

～茨城県の繁殖和牛における牛白血病清浄化に向けた具体的戦略と実践	 都筑智子　220
	 【総合討論】

日本産業動物獣医学会−研究報告
２月 10 日（日）　第２会場 9：00 ～ 10：20

9：00 ～ 9：20 座長：河合一洋（麻布大学）

産研究－１	 乳牛の乾乳期乳頭外部シール材貼付による新規乳房炎予防対策の試案	 榎谷雅文　222
産研究－２	 乾乳期用乳房注入剤の使用状況と分娩後の次期泌乳期乳房炎発生との関連性	 菊　佳男　222

9：20 ～ 9：50 座長：大内義尚（茨城県県北家畜保健衛生所）

産研究－３	 ヤギの乳房内 LPS 注入が非注入分房の乳汁 pHへ与える影響	 篠塚康典　223
産研究－４	 大規模肥育農場における呼吸器病事故低減への取り組みとその効果	 廣瀬春菜　223
産研究－５	 豚由来の検体から日本脳炎ウイルスを検出する RT-PCR 法の開発	 白藤浩明　224

9：50 ～ 10：20 座長：三角一浩（鹿児島大学）

産研究－６	 両側吻側下顎骨切除術を行った黒毛和種牛の２例	 日高勇一　224
産研究－７	 黒毛和種肥育牛における断角法の検討	 飯塚恭平　225
産研究－８	 黒毛和種成牛の角基部にみられた漏斗部角化棘細胞腫の一症例	 板橋知子　225

日本小動物獣医学会−教育講演
「腫瘍療法の最前線」

2 月 10 日（日）　第 3 会場 9：00 ～ 12：00
座長：滝口満喜（北海道大学）

小教育Ⅰ－１	 免疫チェックポイント阻害剤による犬の悪性腫瘍に対する新規治療法	 高木　哲　226
小教育Ⅰ－２	 腫瘍に対する動注化学療法		 小林正行　227
小教育Ⅰ－３	 猫の上顎扁平上皮癌に対する超選択的動注化学療法＋放射線療法（RAD-PLAT）	 金井詠一　228
小教育Ⅰ－４	 リンパ腫の化学療法アップデート	 瀬戸口明日香　230

公益社団法人日本獣医師会−教育講演【平成 30 年度   獣医療提供体制整備推進総合対策事業】
「動物看護師の必須講座 −このことを理解しよう−」

2 月 10 日（日）　第 4 会場 8：00 ～ 9：30
座長：大林清幸（公益社団法人日本獣医師会）、宮川　保（公益社団法人新潟県獣医師会）

日獣教育－１	 動物介在療法の展望	－犬の介入効果を考える－	 竹花正剛　232
日獣教育－２	 災害動物医療における動物看護師の役割	 佐伯　潤　234
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日獣教育－３	 動物行動の異常を見つける	 白井春佳　235

日本獣医公衆衛生学会−シンポジウム
「SFTS から獣医師、動物医療関係者、飼い主を守れ！」

2 月 10 日（日）　第 4 会場 9：30 ～ 12：00
座長：前田　健（山口大学）、岡林環樹（宮崎大学）

公シンポⅡ－１	 SFTS：身近な致死性感染症	 前田　健　236
公シンポⅡ－２	 ヒトにおける SFTS 及び多様な職種連携による流行地域での活動	 山中篤志　238
公シンポⅡ－３	 動物における SFTS 発生と病態	 松鵜　彩　240
公シンポⅡ－４	 宮崎県における動物の SFTS	 桐野有美　242
公シンポⅡ－５	 マダニの生態とそれに基づくマダニ対策	 高野　愛　244
公シンポⅡ－６	 動物病院における人獣共通感染症対策	 岡林環樹　246
	 【パネルディスカッション】

公益社団法人日本獣医師会−市民公開シンポジウム
【平成 30 年度   獣医療提供体制整備推進総合対策事業】

「農場管理獣医師の仕事を知っていますか」
2 月 10 日（日）　第 5 会場 9：00 ～ 12：00

座長：北村直人（農場管理獣医師協会）、酒井淳一（元山形県農業共済組合連合会）

日獣市民Ⅰ－1	 【基調講演】管理獣医師の役割と期待	 丹菊将貴　248
日獣市民Ⅰ－２	 農場認証と獣医師の役割	 守永美夫　249
日獣市民Ⅰ－３	 肉用牛の生産現場における管理獣医師の役割	 大橋邦啓　250
日獣市民Ⅰ－４	 農場 HACCP と JGAP の取組みについて	 橋本友厚　252
日獣市民Ⅰ－５	 農場管理獣医師って？	～消費者の認識～	 有田芳子　254
	 【パネルディスカッション】
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平成31年2月10日（日）　午後

公益社団法人神奈川県獣医師会、公益社団法人横浜市獣医師会、公益社団法人川崎市獣医師会
−市民公開講座

「人と動物がともに暮らしやすい社会を目指して ～一人ひとりができること～」
2 月 10 日（日）　第 1 会場 13：00 ～ 16：00

座長：根本晴一（公益社団法人神奈川県獣医師会）

合同市民－１	 海外の事例と県の動物愛護管理施策の今後の展望について	 佐藤裕郁　255
合同市民－２	 人とペットの災害対策	～飼い主が日頃から備えておくべきこと～	 平井潤子　257
合同市民－３	 もっとペットと幸せに暮らしたい飼い主さんへ	

～動物行動学に基づく犬猫の遊びやしつけについて～	 入交眞巳　259
	 【パネルディスカッション】（パネラー：佐藤裕郁、平井潤子、入交眞巳、中島孝郎）

日本産業動物獣医学会−教育講演
「産業動物臨床に応用できる小動物臨床スキル」

2 月 10 日（日）　第 2 会場 13：00 ～ 16：00
座長：山田一孝（麻布大学）、堀北哲也（日本大学）

産教育－１	 小動物ってこんなことしてます！これって産業動物でもできませんかね？	 鳥巣至道　260
産教育－２	 産業動物に使える心エコー検査の基本	 菅野信之　261
産教育－３	 臨床現場で明日から使える牛の運動器画像診断	 佐藤綾乃　262

公益社団法人日本獣医師会−シンポジウム
「野生動物対策のあり方−報告書の実践に向けた取組み−」

2 月 10 日（日）　第 2 会場 16：00 ～ 17：00
座長：鈴木正嗣（岐阜大学）

日獣シンポⅤ－１	【趣旨説明】報告書の実践に向けた取組み	 鈴木正嗣　264
日獣シンポⅤ－２	 行政における傷病鳥獣救護の考え方と地域の取組み事例について	 野川裕史　265
日獣シンポⅤ－ 3	 岩手県における活用事例	－岩手県鳥獣保護センター整備基本構想－	 福井大祐　266
日獣シンポⅤ－ 4	 報告書「保全医学の観点を踏まえた野生動物対策の在り方」から考える
	 －日本野生動物医学会大会での自由集会企画報告－	 赤木智香子　267
	 【質疑・まとめ】

日本小動物獣医学会−教育講演
「失敗しない外科手術シリーズ ～猫の尿管結石に対する外科治療 update」

2 月 10 日（日）　第 3 会場 13：00 ～ 15：30
座長：高木　哲（麻布大学）

小教育Ⅱ－１	 腎瘻チューブ	 山﨑寛文　268
小教育Ⅱ－２	 尿管切開、尿管膀胱吻合	 渡邉俊文　270
小教育Ⅱ－３	 SUB（Subcutaneous	Ureteral	Bypass）		 小山田和央　272
	 【総合討論】
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公益社団法人日本獣医師会−市民公開シンポジウム
「学校動物飼育の支援のあり方を考えよう」

2 月 10 日（日）　第 3 会場 15：30 ～ 17：00
座長：桑原保光（公益社団法人日本獣医師会）

日獣市民Ⅱ－１	 学校で動物を飼うことの意味と教育方針	～大田区立赤松小学校の実践から～	 茂呂美恵子　274
日獣市民Ⅱ－２	 継続的な学校飼育動物の実践と飼育することの価値	 三橋正英　276
	 【パネルディスカッション】（パネラー：茂呂美恵子、三橋正英、木村芳之、處　愛美）

日本獣医公衆衛生学会、日本産業動物獣医学会−シンポジウム
「わが国の薬剤耐性菌対策 ～ワンヘルスとしての取組み」

2 月 10 日（日）　第 4 会場 13：00 ～ 15：00
座長：村上光一（国立感染症研究所）、古川一郎（神奈川県衛生研究所）

合同シンポ－1	 動物由来薬剤耐性菌モニタリング（JVARM）の概要と	
薬剤耐性（AMR）対策アクションプランへの対応	 川西路子　278

合同シンポ－2	 ヒトと食用動物における薬剤耐性菌	 鈴木里和　280
合同シンポ－3	 薬剤耐性問題へのワンヘルスアプローチ	 臼井　優　282
合同シンポ－4	 薬剤耐性アクションプランについて	 大曲貴夫　284
	 【総合討論】

公益社団法人日本獣医学会−シンポジウム
「内分泌学の視点から」

2 月 10 日（日）　第 4 会場 15：00 ～ 17：00
座長：汾陽光盛（岡山理科大学）、村上　昇（宮崎大学）

シンポⅡ－１	 GnRHの生理機能		 汾陽光盛　285
シンポⅡ－２	 キスペプチンの登場	 束村博子　287
シンポⅡ－３	 プロラクチン分泌調節の謎：プロラクチンの分泌を制御する新たなペプチド	 村上　昇　289
シンポⅡ－４	 オキシトシンの新しい機能	 菊水健史　291

日本産業動物獣医学会−シンポジウム
「牛ウイルス性下痢・粘膜病（BVD）対策の現状と課題」

2 月 10 日（日）　第 5 会場 13：00 ～ 16：00
座長：田島誉士（酪農学園大学）、大内義尚（茨城県県北家畜保健衛生所）

産シンポⅢ－１	 BVD の病態と現状	 田島誉士　293
産シンポⅢ－２	 北海道十勝における牛ウイルス性下痢・粘膜病の清浄化対策について	 宮根和弘　294
産シンポⅢ－３	 岩手県における牛ウイルス性下痢病の診断と対策	 八重樫岳司　296
産シンポⅢ－４	 牛ウイルス性下痢ウイルス持続感染牛の早期診断検査手法の検討	 矢口裕司　298
産シンポⅢ－５	 「牛ウイルス性下痢・粘膜病に関する防疫対策ガイドライン（H28）」について	 山木陽介　300




